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Abstract 

中国の経済発展に伴い、沿岸部では急速に都市化が進んでいる。一方、モータリゼーションの伸

展も目覚ましく、道路基盤整備も進んでいるが、道路施設の不備、交通管理の遅れ、都市部と地方

での整備格差などの問題が顕在化している。そのため、交通事故が多発し、世界先進国に比べて、

死者数、死亡率ともに非常に高い状況にある。特に、地方部から都市部への人口移動量の増大から、

多数の死者を伴う重大事故が大きな問題となっている。 

本研究では中国における交通事故発生状況とその関連指標の状況を整理・分析した上で特に重大 

事故に着目し、その要因について詳細に分析し、その対応について考察することを目的とした。 

 

1.研究の背景と研究の目的 

近年、中国の経済発展に伴い、都市化が急速に進んで

いる。そのため、郊外部から都市部への人口移動が顕著

である。しかし、都市内に比べて、郊外部と都市部を結

ぶ道路整備は十分ではないため、都市部への流動人口の

増加に伴って、交通事故とそれに伴う死者数も増加して

いる。死者数は 1980年の21,818人から 2001年の105,930

人へ急増し、さらに、2004年まで 10万人（107,077人）

のレベルが続いている。そのため、2004年には「中国新

道路交通安全法」が実施され、その結果、事故件数と死

者数は減少したが、世界先進国と比べると、依然かなり

多く、厳しい状態にある。 

 このような状況を背景に、渋滞問題対策による円滑な

交通システムや交通の環境問題に関する研究が多くなっ

ているが、交通事故および交通事故の対策に関する研究

はまだ多くない。 

交通事故死者と死亡率の減少は、中国の交通における

重要な課題である。最近 5 年間交通事故データから死亡

事故の特徴をみると、農業者、二級道路、重大事故がキ

ーワードとして挙げられる。農業者の事故が多いのは、

農業戸籍比率の高さが主要な要因と考えられる。二級道

路では、沿道の住民行動の影響と事故責任者に対する安

全意識低下が指摘されている１）。一方、地方部から都市

部への人口移動量増大から、多数の死者数および負傷者

数を伴う重大事故が大きな問題となっている。死者数と

負傷者数が多い重大事故については、分析はまだ進んで

ない状況である。 

そこで、本研究では、中国における交通事故状況を把

握するとともに、その中から重大交通事故を抽出し、死

亡率が高い重大交通事故の特徴と要因を究明して、重大

交通事故対策のための基礎資料を提示することを目的と

した。なお、中国における事故関連資料の入手は容易で

はないが、本研究では『中国道路交通事故（2005～2009）』

の一部と『中国道路設計基準（2007）』を入手した。 

 

2.中国における交通事故の実態 

2.1世界主要国交通事故状況の比較 

中国では 2001年から 2004年まで連続して交通事故死

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.1 中国交通事故状況 
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者数が 10万人、負傷者数が 50万人を超えている。その

ため、2004年には中国交通部の『新中国道路安全法規』

が施行されると共に、全国の道路も急速に整備されたこ

とから、交通事故件数、死傷者数、10万人辺りの死亡率

は減少傾向にある（図-2.1）。 

しかしながら、先進国の交通状況と比べると、中国で

の交通事故による死者数およびその死亡率は依然として

かなり高い状況にある（図-2.2）。 

 

図-2.2 世界各国の死亡率の比較（人/万台） 

2.2中国交通事故の特徴 

 2009年の死亡交通事故データを整理したところ、以下

のことがわかった。①従業者の半数を占める農業者の事

故が多いが、その割合は従業者比よりもやや低い 2）、②

二級道路では道路延長の 7.8％であるにも関わらず、事

故件数と死者数の割合は全体の 30％を超えている、③3

人以上死亡した交通事故の割合は全体の 0.5％と極めて

低いが、死者数は全国交通事故死者数の 7.46％を占めて

おり、死亡率はかなり高い(表-2.1)。 

表-2.1 中国交通事故の特徴 

 

2.3死亡事故要因の抽出 

 ここでは、中国の事故の特徴である農業者事故と二級

道路事故、3 人以上死亡した事故について、それらの事

故要因を抽出することとした。 

 農業者交通事故のデータが不十分であるため、中国の

人口構成の面から相対的に見ると、上述のように農業者

人口が全国の従業者人口に占める割合（53％）に比して、

交通事故の比率が高いと言えないことが分かった。 

 二級道路については、比較的には設計速度が高く、車

線が少なく、中央隔離帯や民地境界の隔離帯がないため

横断者が多いことに加えて、周辺住民の道路占用によっ

て通行空間が有効に利用できていないこともあって、交

通事故が多発していると考えられる(表-2.2)。 

表-2.2 道路主要定義および基準 

 

2.4重大交通事故の特徴 

本研究では 10人以上の死者を伴う事故を重大事故と

して扱う。2005年から 2009年までの 5年間に発生した

重大交通事故は 164件であるが、死傷者数は 5025人に上

る。交通事故全体に占める割合をみると、件数では 0.01％、

負傷者数では 0.1％に対して、死者数では 0.6％～0.97％

を占めて、死亡率が極めて高いことが分かる(図-2.3)。 

 

図-2.3 重大交通事故と全体事故の比率 

 

3.人口流動と事故死者数の関連 

3.1人口流動動向の把握 

 本研究では全国人口調査３）、４）における戸籍記載の省と

調査地域(省)の差を流動人口とした。近年の経済発展に

伴い、流動人口は 1982年の 657万人から2011年の 26,139

万人まで急速に増加し、2005年を例にみると、2年以内

の短期の流動が頻繁に生じていることが分かった 4）。 

3.2流動人口と交通事故事情の関係 

 中国の流動人口のデータでは、内陸部から沿岸部に流

動していることが分かった。そこで、全国流動人口の変

化と交通事故死者数をみると、両者には明確な関係のあ

ることが分かる（図-3.1）。 

 
図-3.1 流動人口と事故死者数の関係 
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3.3各省の交通事故に対する人口流動率の影響 

 流動人口を流入と流出に分けて、それぞれ交通事故

死者数との関係をみると、いずれも相関はみられるが、

流入人口比率のほうが相関も高く、死者の割合も高いこ

とが分かる（図-3.2）。なお、いずれの結果も F値、T値、

相関係数の検定から有意な相関が認められた。 

 

図-3.2 各省の流入(流出)人口と死者数の関係 

 

4.重大交通事故の要因分析 

4.1重大交通事故データの抽出 

 2005年～2009年の 5年間のデータから 10人以上が死

亡した重大交通事故を抽出し、その死傷者数の変化、お

よび事故全体との比較からその特徴を把握する。 

 重大事故については発生状況が事故の文章で報告され

ていることから、重大事故報告文書を日本語に訳した上

で、出現する単語を抽出・整理して、事故の特徴を調べ

た。出現頻度の高い単語を分類すると、表-4.1のようで

あり、①車種、②道路等級、③事故地形、④事故線形、

⑤時間帯、⑥運転手ミス、⑦天気、災害、⑧行政等級、

⑨過積載、定員超過、⑩事故形態に整理された。 

表-4.1 重大交通事故単語の抽出 

 

4.2重大交通事故の要因と事故類型 

重大事故件数と各要因別に事故類型割合をみると、次

のことが分かった（表-4.2）。 

① 車種別では農用車とトラックで転落と正面衝突割

合が高い。 

② 定員超過と過積載で転落事故が多い 

③ カーブ、勾配区間ではほとんどが転落事故である 

 

表-4.2 重大事故要因と事故類型 

 

4.3重大交通事故の要因 

ここで、死亡率（％）＝死者数÷死傷者数×100％を定義

し、重大交通事故の死者数と死傷者数および死亡率の関

連を見ると、①死傷者数と死者数には明確な相関がみら

れないが、②死亡率と死傷者数には強い相関が認められ

ることがわかった(図-4.3、図-4.4)。 

 

図-4.3 死者数と死傷者の関係 

 

図-4.4 死亡率と死傷者の関係 

 上記のことから、死亡率の判定に基づいて重大交通事

故の要因を分析することにした。具体的には、重大交通

事故に伴う事故死亡率 50％以上と 50％未満の 2グループ

について数量化Ⅱ類による判別を試みた(表-4.3～4.5)。

なお、説明変数には『運転手の操作ミスの有無』、『天気、
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災害影響の有無』、『時間帯』、『道路等級』、『車両種類』、

『事故場所の地理状況』、『事故形態』、『行政等級』、『道

路線形』、『過積載、定員超過』を選定した。 

表-4.4 分析結果 

 

表-4.5 グループ重心の関数 

 

相関比および判別的中率をみると、分析精度は比較的

良好であり、次のようなことがわかった。 

① 出合い頭、横転、接触に比べて、転落、正面衝突事

故の死亡率が特に高い。 

② 旅客車に比べて農用車およびトラックなどによる事

故の死亡率が高い。 

③ 起伏の多いる地方部での交通事故の死亡率が高い。 

④ カーブや勾配区間での交通事故の死亡率が高い。 

⑤ 速度超過による事故の死亡率が高い。 

⑥ 級外道路に比べて、高速道路の死亡率が高い。 

⑦ カテゴリー値は低いが、定員超過や過積載も死亡率

を高める要因となっている。 

 以上のことから、地方部、特に湖、海、山がある起伏

の大きい地形を有する場所を通過する道路で、カーブや

勾配区間を、定員(積載)超過の農用車や工業車で、速度

超過運転の結果生じた転落事故の場合に、死亡率の高い

重大交通事故になっているといえる。 

4.4まとめおよび重大交通事故への対応 

 前節の結論から、道路整備以外に考え得る対応を以下

に整理する。 

① 農用車、トラックの定員超過、過積載への対応。 

② 地方部特に山部の勾配・カーブでの速度抑制。 

③ 農用車やトラックの旅客用使用の規制。 

④ 道路および施設の整備。 

 

5.本研究の結論と課題 

 本研究の成果をまとめると、以下のとおりである。 

 中国の交通事故は世界的に見ても多く、今後もその

対策が重要な課題である。 

 農業者による事故と二級道路での事故が多く、中央

分離や路側分離の整備とともに、速度規制が必要で

ある。 

 人口流動と交通事故の発生状況には関連があり、特

に各省への流入人口とは高い相関が見られた。 

 中国では 10 人以上が死亡する重大事故の発生が稀

ではない。事故報告書のテキストから単語出現回数

を調べる方法を導入し、その特徴を把握した。 

 重大事故に伴う死亡率(50%)により判別した結果、

その精度は比較的良好であり、その主な要因として、

「定員超過、過積載」、「農用車やトラック」、「カー

ブ・勾配区間」、「速度超過」、「定員(積載)超過」、「転

落事故」が抽出された。 

しかしながら、これらの検討はまだ基礎的なものであ

り、今後は次のような課題の検討が必要である。 

 事故調査とデータペースの改善および人口関連デー

タの蓄積 

 人口流動に関連する移動実態の把握 

 農業者に対するニーズ把握 

 道路関連データの充実 
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員超過

車両
種類

アイテム アイテム アイテム アイテム

速度超過
事故場所
(海, 山)

行政等級
道路
等級

http://www.stats.gov.cn/


討議等 

 

 2005 年から道路距離急増の理由[嘉名 光市准教

授] 

 

回答：2005 年の道路距離では 1930543 キロであ

り、2006 年では 3456999 キロとなっている。道

路等級から見ると、表 1 のように示す。四級道路

と級外道路は大幅に増加した。これらは、2006

年に統計データに編入されたものが多いためと

考えられる。 

 

表 1 

 
 

その一方、行政等級から見ると、表 2 のように示す。 

農村部では道路が大幅に増加した。専用道路の一部が

他の等級に編入されたため、マイナスとなっている。 

 

表 2 

 

 

以上のように、農村部をはじめとして地方部における

四級道路と級外道路は統計より大幅に増加した。 

 

 住民は二級道路を占用の具体的な状況はどんな

状況、対面通行ができなくなるということか、取

り締まりはどうなる[貫上 佳則教授] 

  

回答：二級道路の占用具体的な状況については本

研究で分析してないが、既往研究の成果を参考し

た。二車線の内民地側が占用され、一車線の状況

となっている。農村部における交通管理は不十分

で、取り締まりも行われてないのが現状である。 

 

 重大交通事故に対して、構造とマナーと色々ある

が、どこから手をつけていかなければならないか

[貫上 佳則教授] 

 

回答：研究の分析結果から見ると、トラックおよ

び農用車の事故割合が一番高いので、トラックお

よび農用車の運転手の安全教育を優先的におこ

なわなければならないと考えられる。 

高速道路
（キロ）

一級道路
（キロ）

二級道路
（キロ）

三級道路
（キロ）

四級道路
（キロ）

級外道路
（キロ）

合計（キ
ロ）

2005年 41005 38381 246442 344671 921293 338752 1930543

2006年 45339 45289 262678 354734 1574833 1174128 3456999

増加距離 4334 6908 16236 10063 653540 835376 1526456

国道（キ
ロ）

省道（キ
ロ）

県道（キ
ロ）

村道（キ
ロ）

専用道路
（キロ）

合計（キ
ロ）

2005年 132674 233783 494276 981430 88380 1930543

2006年 133355 239580 506483 2519595 57986 3456999

増加距離 681 5797 12207 1538165 -30394 1526456


